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研究成果の概要（和文）：戦後，沖縄県内や本土につくられた米軍基地・施設周辺に現れた遊興

街を対象に，女性の性が消費される空間がつくり出されていったプロセスを，社会地理学的お

よび歴史地理学的な視点から追究した。また，売春や基地関連施設をめぐる地域住民の反応や

活動の展開についても明らかにした。女性の性を消費する空間形成のプロセスや，そこに反映

された諸力を明らかにするという研究の目的は，ほぼ達成されたと言える。地理学で従来タブ

ー視されてきた性に関わる空間の解明に挑んだことで，日本でのフェミニスト地理学の発展に

意義ある成果を残せたものと確信する。 
 
研究成果の概要（英文）：This study investigated the process that space where women 
prostituted themselves after the war was shaped around the U.S. Military base in Okinawa 
Prefecture and the Mainland of Japan, from the viewpoint of social and historical 
geography. And, this study explained the reaction and activities of local residents for 
prostitutes and the military bases. The purpose of this study was almost attained by 
explaining the process of production of gendered spaces and revealing the various powers 
reflected in those spaces. We believe that this attempt contributed to the development of 
feminist geography in Japan by our challenge to reveal the gendered space from the view 
point of gender and sexuality. 
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１．研究開始当初の背景 
女性の性が金銭と交換可能なモノとされる

こと，すなわち商品とみなされること（「女

性の商品化」）は，古くから世界の至るとこ

ろでみられてきた。そして今日も「女性の商

品化」は続いている。女性の性がこのような

扱いをされてきたこと，また現在もされてい

ることは許されるはずがない。なぜ女性の性

は商品化されるのだろうか，そこにどのよう

な権力関係が働いているのだろうか。 

海外では，「女性の商品化」について，売

春という行為の実践に関わる諸主体を具体的
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な研究対象とした社会学的研究がいくつかあ

る。『売春の社会学』(マンシニ,J.G.著, 寿

里訳, 白水社,1964)は，世界の諸都市を例に，

売春婦が実際どのような仕事をしているのか，

また，彼女たちを管理する売春組織の仕組み

とはいかなるものかに言及した。『売春とい

う思想』(ベル,J.著, 山本・宮下・越智訳, 青

弓社,2001)は，家父長制によって女性に付与

された「聖女」／「悪女」の二元性の問題や

身体の病理といった観点から，売春に関わる

女性の身体を読み・記述した。また，売春が

発展途上国の国際観光産業と強く結びついて

いることや，貧困家庭の女性が性労働に就か

ざるをえない社会構造に注目した『売春―性

労働の社会構造と国際経済』(トウルン, T.D.

著，田中・山下訳，明石書店,1993)がある。

地理学者による研究では，資本主義経済下の

インドネシアのジャカルタで，利益を得た富

裕階級が都市空間において下層階級を商品化

し・搾取する一例として，売春婦の生活や売

春組織下で管理される彼女たちの実態を詳細

に調査した『ノーマネ，ノーハネー―ジャカ

ルタの女露天商と売春婦たち―』(マレー,A.

著, 熊谷・内藤・葉訳, 木犀社,1994)がある。 

従来，性（セクシュアリティ）という概念

そのものに汚れたイメージや偏見がつきまと

い，売春行為やその実践者は道徳的に問題視

されたがゆえ学問的にも周辺視されてきたこ

とにかんがみれば，これらの先行研究は，「女

性の商品化」について検討する学問的意義を

提示した点で評価できる。すなわち，発展途

上国における貧困家庭出身の女性による売春

の主な利用者とされる国際的な顧客や，古い

家父長制のもとで売春婦が扶養せねばならな

い家族について明らかにした先述の先行研究

は，性やジェンダーをめぐる多様な権力関係

が都市空間に存在していることを指摘し，社

会科学の視点から，女性を商品化する社会・

経済構造を解明することに挑んだのである。 

先述の先行研究から得られた知見から，売

春に代表されるような「女性の商品化」は，

一般に都市空間でみられることが多い。海外

の地理学研究では，都市の特定地区に「売春

の空間」が生み出される過程を検証し，売春

が都市秩序の形成にいかに関与しているかを

論 証 し た も の が あ る (Hubbard.P.,1998, 

Sexuality, immorality and the city : 

red-light districts and the 

marginalization of female street 

prostitutions. Gender Place and Culture, 
5-1, 55-72., Hubbard,P. and Sanders,T., 

2003, Making space for sex work : female 

street prostitution and the production of 

urban spaces. International Journal of 
Urban and Regional Research, 27-1, 75-89.)。
こうした研究は，一般社会から「必要悪」と

される売春婦がいかに彼女たち特有の空間を

生み出し，そこで売春や日常生活を実践して

いるか，また，その空間にはどのような権力

関係が具現化されているかという，空間につ

いての概念に関する知見も示唆している。 

では，日本におけるこの方面の研究はどう

だろうか。社会学の領域では，性（セクシュ

アリティ）やジェンダーと身体の問題を関連

させ，「女性の商品化」について積極的な議

論が行われている。一方，地理学では，加藤

の『花街―異空間の都市史―』(朝日選書, 

2005)に代表されるよう，歴史地理学的な観点

や手法から都市空間における花街(一部に遊

郭も含む)の成立・発展過程を追う研究がある。

しかしながら，歴史地理学的な研究の枠組み

のため，花街という空間を性やジェンダーの

視点から検討する試みに乏しい。社会地理学

的な視点からアプローチすることで，女性の

性を消費する空間形成のプロセスや，そこに

反映された諸力を明らかにできよう。 

２．研究の目的 
本研究の目的は，戦後，沖縄県内や本土に

つくられた米軍基地・施設の周辺に現れた遊

興街を対象として，女性の性が消費される空

間がどのようにつくり出されたのかを，社会

地理学（とくにジェンダーの視点）および歴

史地理学的観点から明らかにすることであ

る。この研究目的を遂行するための考察の着

眼点として，以下のことがあげられる。 

終戦後，米軍基地・施設の周辺に遊興街が

どのように形成され・発展したかを，日本と

米国・米軍の政治的・経済的背景や戦後の都

市計画史の面から把握すること，なかでも，

米軍基地・施設がもたらす地域経済への影響

は見逃せない。また当時，基地・施設周辺住

民たちの米兵や遊興街の女性に対する「まな

ざし」がどのようなものであったかを明らか

にし，性やジェンダーをめぐる多様な権力関

係が当時の都市空間のなかに存在していた

ことを指摘する。そして，基地や売春をめぐ

る住民の反応や反対運動の展開にも注目す

る必要がある。さらに，基地周辺遊興空間の

消費と観光の関係性についても検証する。 

以上の点に着眼し，社会科学の視点から女

性を商品化する社会・経済・政治構造を解明

することが本研究の大きな目標である。 
研究の役割分担課題は，以下のとおり。 

(1)基地周辺遊興街の成立過程にみるジェン

ダー等の権力関係・・・吉田容子 

(2)ジェンダー関係が投影された都市空間の



分析・・・影山穂波 

(3)近世・近代の遊廓に起因する赤線・青線

地区成立の歴史地理・・・加藤政洋 

(4)基地周辺遊興空間の消費と観光の関係性 

・・・神田孝治 

(5)軍事基地・演習場をめぐる地域住民の反

対運動・・・中島弘二 

３．研究の方法 
 沖縄県内および本土内の米軍基地・施設の

所在都市・地域の中から，沖縄県那覇市，同

県沖縄市，同県金武町，神奈川県横須賀市，

山口県岩国市，広島県呉市，長崎県佐世保市，

大分県玖珠町，山梨県中野村を選定し，資料

収集や現地調査を実施した。 
本研究が対象とする期間は，おもに終戦直

後から売春防止法制定までのため，研究の方

法としては当時の資料の収集が中心となっ

た。具体的には，当時の地方新聞，市町村誌，

住宅地図をはじめ，その他関連する文献を収

集するとともに，現地での観察や聞き取りに

よる情報収集である。 
４．研究成果 

研究の役割分担課題ごとに成果の概要を

述べたあと，成果の一端をまとめた研究成果

報告書（冊子体，平成 23 年３月作成）に収

録の論文について，その要旨を掲載しておく。 
(1)基地周辺遊興街の成立過程にみるジェン

ダー等の権力関係 

終戦直後，連合軍が駐留したり，米軍基地

や関連施設が置かれた沖縄県沖縄市，同県金

武町，長崎県佐世保市，山口県岩国市，広島

県呉市，神奈川県横須賀市，また，朝鮮戦争

時に帰休兵を受け入れた経緯がある奈良市

など，いくつかの研究対象地を現地調査し，

基地や関連施設の周辺に歓楽街がつくられ

るに至った社会・政治的背景や，歓楽街形成

のプロセス，またそこで自らの性を商品とし

て売らざるをえなかった女性たちと兵士，地

域住民，行政などの関係性について，主に当

時の地方紙から情報を収集・整理を行った。  
以下は，研究成果報告書（冊子体）に掲載

の２論文の各要旨である。 
 

＊「米軍施設と周辺歓楽街をめぐる地域社会

の対応―「奈良ＲＲセンター」の場合―」 

研究の目的は，1952 年５月１日に奈良市

内に設置された朝鮮戦争帰休兵向けの休

養・回復施設「ＲＲセンター」と，その周辺

歓楽街を拠点に活動したパンパン，ポン引き，

顧客であった米兵に注目し，彼/彼女ら各々

に向けられた「まなざし」を明らかにし，歓

楽街における彼/彼女らの存在が地域住民に，

また「古都」や「観光都市」としての奈良に

どのような影響を及ぼしたのか，さらに，地

域住民をはじめ奈良市や奈良県，また日本政

府がそれをどのように受け止め対処したの

かを，明らかにすることである。 

 センターが奈良市旧横領町に設置される

やいなや，歓楽街が現れた。そこでは，組織

化したポン引きやパンパンが米兵を強引に

誘っているとして地元紙の記事に書かれ，そ

れゆえ，地域住民もポン引きやパンパンを不

道徳な者と見ていた。歓楽街は，ポン引きに

管理されたパンパンが自らの性を「商品」と

して米兵に売る空間であったといえよう。こ

うした歓楽街は子どもたちの教育上の弊害

となり，また，古都であり国際観光都市であ

る奈良のイメージを壊し，近隣住民を悩ませ

た。当該地域の人々は，歓楽街を出現させた

直接の原因はセンターの存在だとして，セン

ターの移転・廃止を求めた。 

奈良ユネスコ協力会が，歓楽街，パンパン，

ポン引きによる子どもの教育への影響を主

たる理由にあげて，センターの移転・廃止を

求める活動の中で主導的役割を果たしたこ

とは興味深い。協力会は元来，奈良の文化・

自然遺産の保存を目的として活動する市民

団体であることから，奈良の古文化を守る必

要性を強調した。そして，活動の目標を，セ

ンターの他地域への移転ではなく，センター

自体の廃止に置いた。同様のＲＲセンターが

あった横浜や小倉とは異なる文脈，すなわち

古文化を守るという観点から，センター反対

の活動が展開されたと言えよう。一方，ジェ

ンダーの視点から，センターの移転・廃止を

求める諸活動の中で，自らの性を売らざるを

えないパンパンの抱える問題が前面に出さ

れなかった点を指摘したい。 

センターの移転・廃止をめぐる政府や米軍

当局の対応は幾度も急転し，その度に当該地

域の住民，歓楽街店舗の経営者，パンパン，

ポン引きを翻弄させた。センターが横領町か

ら神戸に移されることが正式に決まると，今

度は米軍海兵隊が奈良市内にしばらく駐留

することになった。彼らは夜中，女性を求め

て民家や病院に侵入した。このことは，軍隊

が存在する限り，軍事に内在する暴力や性を

めぐるジェンダーの問題は解決されないこ

とを暗示している。 

 

＊「敗戦後の日本における都市空間の「軍事

化」―朝鮮戦争時の佐世保市の風紀・衛生取

締りに着眼して―」 

本研究では，第二次世界大戦後，朝鮮戦争

の兵站基地として佐世保が軍事化されてい

く過程で，行政や市民が戦争や軍隊に直接参



与したわけではないにもかかわらず，佐世保

という都市空間がいかに「軍事化」されてい

ったかを，敗戦直後から朝鮮戦争時の駐留外

国人兵士を相手とした売春女性たちをめぐ

る風紀・衛生面での種々の取締り政策に着眼

して，行政資料や地元新聞紙から整理した。

この作業の中で見えてきたのは，以下に述べ

るよう，佐世保という都市空間が「軍事化」

されていく過程であった。 
佐世保の街に連合国軍や国連軍が駐留す

ることによって，都市空間が物理的に占拠さ

れ軍事のために使用されたことは，いわば可

視的な軍事化といえよう。こうした可視的な

軍事化の過程と相俟って，軍事を担う兵士に

向けたさまざまな制度や管理が軍当局側か

らなされる一方，佐世保市行政ならびに各種

業者は，兵士の消費意欲を掻き立てようと，

さまざまな試みを行った。そのなかで本研究

が着眼したのは，外国人兵と彼らを相手にす

る女性（パンパン）をめぐる風紀・衛生の取

締りであった。朝鮮戦争に参戦する兵士を慰

安する役割として，また，ドルを消費させる

戦略として女性が宛われたものの，兵士と女

性の間での性病の流行，街娼やポン引きの横

行といった問題に，米軍当局や佐世保市行政

は頭を抱えることになった。 
佐世保の街でみられたこうした一連の動

きは，可視的な軍事化の背後にある，もう一

つの「軍事化」として捉えることができよう。

直接戦地に赴き参戦するわけではない人々

（たとえば，市行政，一般市民，貸席業者，

パンパンなど）が，気付かないうちに兵士を

慰安（性的な慰安や，消費や娯楽という面で

の慰安）に関わっていたのである。とくに朝

鮮戦争時は，佐世保船舶工業株式会社が中心

となって入港する艦船の修理を行うなどの

面でも，「軍事化」に関わっていた。敗戦直

後から朝鮮戦争にかけ，可視的な軍事化とと

もに，もう一つの「軍事化」が都市空間にお

いて諸力とのせめぎ合いの中で進行してい

たといえよう。        （吉田容子） 
(2)ジェンダー関係が投影された都市空間の

分析 
那覇市と横須賀市を事例に，売春防止法制

定前に米軍基地周辺歓楽街において認めら

れた売買春の実態や，それへの住民や行政の

対応について，当時の新聞や行政記録から整

理するとともに，同法の制定が多方面に及ぼ

した影響について，沖縄県の事例から明らか

にした。また，同法施行以降，それまで売春

に関わってきた女性の救済および自立支援

を図る目的で設置された婦人保護施設につ

いても文献調査を行った。 

以下は，研究果報告書（冊子体）に掲載の

論文「沖縄における売春防止法の制定とその

影響」の要旨である。 
1956 年に日本本土で制定された売春防止

法は，沖縄では，1972 年日本復帰に際して適

応された。そこで本研究では，沖縄における

売春防止法制定をめぐる動向とその影響を

検討した。当時の新聞記事と買売春にかかわ

る資料を分析し，売春防止法の制定が，前借

金を無効にすることを可能としたものの，買

売春は形を変え存続し続けたことが明らか

となった。売春防止法は，買売春を禁止する

よりも風俗を目に見えない形にすることに

寄与したという側面を持ち，買売春の解消に

はつながらなかった。 

 沖縄においては，買売春をめぐる権力関係

に加え，米軍基地という国家を超えた権力の

存在が，買売春を複雑不可視なものにする役

割を果たしていた。基地への依存は復帰後も

継続し，米軍主導の性の管理体制が生み出さ

れ，一方，風俗産業における暴力団との深い

つながりをもった形態で，女性の管理が維持

され，重層的な権力関係のもとで沖縄的な買

売春が展開されていった。   （影山穂波） 

(3)近世・近代の遊廓に起因する赤線・青線

地区成立の歴史地理 

近代的な都市空間編成における「遊廓」の

位置づけを明確にすることが，戦後の集団売

春街への展開を把握するうえでも必要なこ

とから，近代以降についても調査・研究を行

った。さらに，米軍統治下における沖縄をフ

ィールドに，基地周辺に建設された歓楽街の

分析から，軍政府・民政府の施策ないし方針

の特徴を明らかにし，本土とは異なる空間の

生産過程があることをつきとめるに至った。 

以下は，研究成果報告書（冊子体）に掲載

の論文「戦後沖縄における料亭街の形成」         

の要旨である。 

戦後の沖縄では，バーやスナック，居酒屋

や小料理屋，旅館といったサーヴィス業の集

積する繁華な地区（「歓楽街」）が，米軍基地

の周辺を含めて各地に形成された。それらは

「社交街」とも呼ばれ，那覇市の中心商店街

である国際通りに隣接した「桜坂」などは，

その代表的な例である。 
歴史的に見ると，社交街のなかには買売春

の行なわれるところが含まれたほか，たとえ

ば宜野湾市の「真栄原社交街」のように，近

年にいたるまで売春の実態が度々明らかに

なるような歓楽街も，少なからず存在してい

た。本研究では，ところによってはそのよう

に買売春の温床ともなった地区の形成過程

を，戦後の都市形成期にまでさかのぼり，そ



れらの成立当初の景観を復原しつつ，歴史地

理学的に検討している。 
具体的には，初期の風俗営業を代表する業

態であった「料理屋」ないし「料亭」の存在

様態に着目し，佐敷村の馬天港，浦添村の泉

町，そしてコザの八重島に成立した料亭街に

ついて検討を加えている。その結果，一部例

外はあるものの，軍事基地の建設にともなう

都市化の過程で，関連する業者が市街地から

なかば放逐されるようなかたちで（場合によ

っては用地があてがわれて），料理屋街が集

団的に形成される素地が生まれ，そして都市

の発展とともに隆盛をきわめていたことが

明らかとなった。重要なのは，業者を隔離・

囲繞することによって，買売春の地理的基盤

が確固としたものとなり，むしろそれを助長

するような役割を果たしたということであ

る。そして，いずれもが自然発生的にできた

というわけではなく，都市計画にまつわる空

間的想像力によって周到に計画，布置された

という点は，特に強調しておく。（加藤政洋） 
 

(4)基地周辺遊興空間の消費と観光の関係性 

那覇市，山梨県南都留郡山中湖周辺，和歌

山県白浜町，東京都立川市，横須賀市で現地

調査および資料収集を行ない，基地周辺の遊

興空間の消費と観光の関係性を，米軍駐留の

前・後の変化に焦点をあてて追究した。 

 以下は，研究成果報告書（冊子体）に掲載

の論文「キャンプ・マックネア周辺の遊興空

間の成立と地域社会－山梨県南都留郡中野

村山中地区を事例として－」の要旨である。 
本研究では，北富士演習場に米軍が進駐し

たことにより成立した遊興空間として山梨

県中野村山中地区を取り上げ，その成立過程

と地域社会への影響について，関係する様々

なまなざしに注目して検討した。その結果，

この地は戦前期から観光地化が進行してい

たが，キャンプ・マックネアへの米軍の駐屯

にともない，観光地としての機能は後退し，

その景観もイメージも米軍の遊興空間とな

っていたことが確認された。また，教育問題

を中心に遊興空間の地域への悪影響が社会

的に注目されたが，地域住民は，遊興空間に

多様な感情を抱くと同時に，当該地域の風紀

問題を強調する外部からのステレオタイプ

化されたまなざしにしばしば反感を覚えて

いたことも認められた。    （神田孝治） 

 

(5)軍事基地・演習場をめぐる地域住民の反

対運動 

沖縄県名護市辺野古の米軍海上基地建設

予定地を取り上げ，反対運動の歴史的過程や

現状を明らかにするとともに，海上基地建設

反対運動について建設予定地周辺の環境保

護をめぐる反対運動と地域住民との関係を

明らかにした。また，米軍占領下の大分県に

おける軍事基地および軍事演習場を取り上

げ，軍事暴力と地域住民の生活世界の関係を

明らかにすることを通じて，軍事基地・軍事

演習場がもたらす生活世界の軍事化の様態

とそこからの離脱の契機を模索した。 
以下は，研究成果報告書（冊子体）に掲載

の論文「米軍占領下の軍事演習場をめぐる軍

事暴力と地域住民の対応―大分県を事例と

して―」の要旨である。 
本研究では，主として日本敗戦後の米軍

（連合国軍）の占領期における大分県の軍事

演習場をめぐる軍事暴力の実態と地域住民

の日常生活に対するその影響，およびそうし

た軍事暴力に対する地域住民の対応を描き

出すことで，軍事化された空間と地域住民の

生活世界との重層的かつ対立的な関係を明

らかにすることを試みた。具体的には米軍占

領期に大分県内の米軍基地や演習場に関連

して発生した事故や犯罪，障害の事実を検討

することで，演習場をめぐる軍事暴力の実態

を明らかにするとともに，それが地域住民の

日常生活に対しておよぼす影響について検

討をおこなった。その結果，地域住民は苛酷

な軍事暴力に耐え，軍事的支配と何とか折り

合いを付けながらも，ときに陳情活動や抗議

行動，異議申し立てをおこない軍事暴力に抵

抗してきたことが明らかとなった。そうした

軍事暴力への地域住民の抵抗は，政党や労働

組合を中心とする政治運動や補償金や見返

りを求める補償要求運動とは異なり，農地の

返還や接収解除などを通じて土地を含めた

みずからの生活世界そのものを回復しよう

とする運動であり，いわば生活世界の側から

の抵抗と呼べるものであったと考えられる。 
             （中島弘二） 

《研究の総括および反省と展望》 
「女性の商品化」という問題はあまりに大

きすぎ，研究期間内に人文地理学の視点から

この問題にどこまで切り込めたか，反省すべ

き点も多くある。とはいえ，従来の地理学で

は性（セクシュアリティ）やジェンダーに関

わることは私的なことで，ディシプリンとし

ての地理学では取るに足らない些細な問題

であったこと，また，男性研究者が圧倒的に

多い当該分野では，(女性の)性への関心が特

になかったこと，あるいは，こうした空間へ

の言及が必要と知りながらも男性研究者が

あえて踏み込めなかったことなど，つまり，

性に関わる空間がタブー視されてきたので



ある。本研究では，2 名の女性に加え 3 名の

男性が，従来タブー視されてきた空間の解明

に挑んだ。この挑戦は，日本の地理学におけ

るフェミニスト地理学の発展にとって意義

ある第一歩であると確信する。 
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